






































































































































































































































































































































































































































34）Cf.,『心理学の基礎についての試論』Essai sur les fondements de la psychologie,T,VIII,p,186,「ティス
　ラン版」の文言はこれと少し異なるが，ここでは「アズヴィ版」のテクストから，Maine　de　Biran，la　vie
　int〓rieur，pr〓sent〓　par　Bruce　B〓gout，（Payot＆Livages，1995）pp．60－61で紹介されている一節から訳出し
　ている。
　　ビランのテクストは，さらにこう続いている。「学問の出発点の役割を必然的にはたす原初的事実は，
　従って，第一次的な努力に帰着することになる。そしてそこでもなお，分析は二つの要素を区別するこ
　とができる。超器質的力と，必然的にそれと関係する生きた抵抗とを」（lbid．，p．187）。
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藤　江　泰　男
この原初的事実を正しく表現すること，これこそ，メーヌ・ド・ビランの哲学の不変の
テーマだと言えるだろう。
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